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支え合いマップづくり･住民座談会の開催 

地域での見守り･助け合い 

 

ご近所同士 
【サロン活動】 

ご近所さん 
【助け合い】 

ご近所さん 
【見守り】 

高齢者等 

地域生活応援員 
による生活支援 

生活支援の仕組み 

住民参加型 
在宅福祉ｻｰﾋﾞｽなど 

課題発見 
課題共有 

 

解決策検討 

小地域（自治会など）における展開 

【住民主体による支え合い活動】 

【社協コーディネーター】 
見守り･生活支援 

調整(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)業務 

 

暮
ら
し
安
心
・
地
域
支
え
合
い
推
進

事
業
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
近
所
で

行
わ
れ
て
い
る
日
常
的
な
交
流
を
活

か
し
た
見
守
り
や
支
え
合
い
の
活
動

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
安

否
確
認
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
図
り

ま
す
。 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
方
が
住
ん
で
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
が
あ

る
の
か
を
発
見
し
ま
す
。
そ
し
て
地
域

住
民
で
情
報
を
把
握
・
共
有
し
、
解
決

策
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
や
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

づ
く
り
、
住
民
座
談
会
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。 

話
し
合
い
の
中
で
出
て
き
た
こ
と

を
地
域
の
見
守
り
や
助
け
合
い
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。 

平平成成 2255 年年ののモモデデルル地地区区ででのの取取りり組組みみ  
 

「地域のいいところ気になるところ」について意見

交換と支え合いマップの作成を行い日頃の見守り支

え合いの現状を確認しました。 

蒲生地区 柊野自治会（7/21・8/26 開催） 
 

・地域で支え合う必要性は感じているが、同居家庭

のいる高齢者に対しては家族がいるから大丈夫と

いう雰囲気がある 

・10 年後に地域を支える世代がいるのか心配 

・緊急時の避難を想定した連絡体制や避難訓練の実

施の検討を考えるよい機会になった 

姶良地区 大山自治会（8/26開催） 
 

・地域にあまり問題はないと思っていたけれど、

実際にマップを作ってみて、地域の様々な問題

がみえてきた 

・高齢化が進み、行事等の参加者も少なくなって

きている 

・後継者がいないので、田畑の維持管理が限界に

近い 

今
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
現
在

モ
デ
ル
地
区
の
２
ヶ
所
で
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。 

姶
良
市
社
協
で
の
取
り
組
み 

子育てサロン(姶良保健センター) 
 

♡日程♡ 

11 月 12 日(火)、26 日(火) 

12 月 4 日(火) 

1 月  7 日(火)、29 日(水) 

（イメージ図） 



子育てサロン(加治木ふれあいセンター) 
 

♡日程♡ 

11 月 8 日(金)、22 日(金) 

12 月 13 日(金) 

1 月 10 日(金)、24 日(金) 

 

 

 
 

 

 

【
初
級
】
認
定
者
誕
生
★ 

児
童
・
生
徒
を

対
象
に
夏
休
み
に

開
催
し
、
全
５
回

の
講
座
で
自
己
紹

介
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

３
名
の
小
学
生
が
、

夏
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
に
参
加
し
、
夏
休
み

の
間
に
10
ポ
イ
ン
ト
達

成
し
ま
し
た
！ 

夏
休
み
中
の
２

日
間
、
姶
良
市
内

の
児
童
・
生
徒
41

名
が
参
加
し
ま
し

た
。
非
常
炊
き
出

し
訓
練
や
疑
似
体

験

を

行

い

ま

し

た
。 

★セルプあいらさんとスポーツ交流 ★姶良市手話サークル『かりん』と交流 

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
12
名

の
新
し
い
提
供
会
員
さ
ん
が
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。 

 

１２
名
が
講
習
を
受
け
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
の
手
順
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

局
番
な
し
で 

※
携
帯
電
話
も
同
じ
で
す 

※
提
供
会
員
さ
ん
に 

依
頼
す
る
に
は
？ 

・
ま
ず
は
セ
ン
タ
ー
へ 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

・
姶
良
市
在
住
又
は
勤
務
の
方 

・
生
後
３
か
月
か
ら
中
学
生 

ま
で
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
方 

※
依
頼
会
員
の
条
件 

火
災
が
起
こ
っ
た
り
、
目
の
前
で
人
が
け

が
を
し
た
り
倒
れ
て
い
た
ら
… 

７
月
３
日(

火)

、
蒲
生
公
民
館
に
て
姶
良
市
内

８３
箇
所
の
サ
ロ
ン
を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
お
伝
え
し
た
い
の
が
… 

★スカットボール 

★オーバルボール 

★フロアシャッフルゲーム 

★だるま落とし 

★鹿児島ことわざカルタ 

★スマイル射的 

★ゲームレール 

★DVD「かごしま今昔①～④」他 

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス(

株)

の
方
と
社
協
職
員
で
寸
劇
を
し
ま
し
た
。 

 

 

○オレオレ詐欺 

○架空請求詐欺 

○融資保証金詐欺 

○還付金詐欺 など   

霧島市隼人町の下平老人→ 

クラブいきいきサロンの 

平尾義夫氏による活動発表 

その話は本当ですか？ 

「お金」の話が出たら怪

しいと思う。 

その場では、決めない。迷っ

たら一人で決めず、相談を。 

少しでも不審点があり、 

疑問があるものは断わる。 



  

す
い
せ
ん
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
第
４
金
曜
日

の
午
後
１
時
半
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
川
東

中
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
19
名
が
参

加
し
て
お
り
、
活
動
内
容
は
、
茶
話
会
や
健

康
講
習
会
、
旬
の
手
作
り
料
理
の
食
事
会
、

口
腔
ケ
ア
体
操
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
に
ぎ
や
か

で
誰
も
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
地
域
交
流
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

男
性
も
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

枦
山
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
１
回
脇
元
地
区
公

民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
約
20
名
が
参
加

し
て
お
り
、
活
動
内
容
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

民
謡
、
七
夕
づ
く
り
、
月
別
誕
生
会
、
福
祉

施
設
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

参
加
者
の
中
に
は
、
ピ
ア
ノ
を
披
露
し
て

下
さ
る
方
が
い
る
な
ど
明
る
く
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
る

敬
老
会
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
三
味
線
、
太

鼓
、
踊
り
披
露
が
あ
る
な
ど
、
大
き
な
笑
い

声
と
拍
手
で
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
お
近

く
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

子育てサロン 
(蒲生高齢者福祉センター) 

♡日程♡ 

11 月 21 日(木)、12 月 19 日(木) 

1 月 16 日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約１か月間の社会福祉実習の一環として、ふれ

あいいきいきサロンに参加させていただき、貴重

な体験ができました。 

サロンの皆さまご協力ありがとうございまし

た。 

 

○
山
田
小
校
区 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
中
川
原
寿
会 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
鶴
田 

○
加
治
木
小
校
区 

健
康
体
操
「
い
っ
も
ん
そ
や
」 

○
錦
江
小
校
区 

い
く
ぶ
ん
サ
ロ
ン 

○
柁
城
小
校
区 

下
新
道
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ 

※
計
新
規
５
ヶ
所 

 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
地
域

住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、
お
互

い
に
協
力
し
て
、「
気
軽
に
」「
無
理
な
く
」

「
楽
し
く
」
仲
間
作
り
を
行
う
活
動
で

す
。
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
地
域
と

の
交
流
が
少
な
く
な
っ
た
方
々
の
寂
し

さ
の
解
消
や
介
護
予
防
の
手
助
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
83
の
サ
ロ
ン
が
あ

り
、
各
地
域
で
お
茶
の
み
会
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
食
事
会
な
ど
サ
ロ
ン
独
自
の

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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～姶良市社協の事業紹介シリーズ①～ 

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
私
た
ち
の
街
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。 

看
護
師
が
血
圧
測
定 

（
そ
の
間
ヘ
ル
パ
ー
が
入
浴
準
備
） 

入
浴
時
は
身
体
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。（
発
赤
、
発
疹
、
む
く
み
等
） 

入
浴
後
、
再
び
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
終
了 

◆
氏
名 

 
 

 

岩
嵜
文
雄
（
通
称
ミ
ス
タ
ー
が
ん
ち
ゃ
ん
） 

◆
生
年
月
日 

 

昭
和
10
年
11
月
25
日
（
77
才
） 

◆
活
動
内
容 

 

マ
ジ
ッ
ク
※
活
動
は
助
手
と
し
て
奥
様
も
同
行 

 

定
年
退
職
後
、
趣
味
で
始
め
た
マ
ジ
ッ
ク
に
熱

が
入
り
、
デ
パ
ー
ト
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
す
る
程
の
腕
前
に
な
っ
た
。 

あ
る
日
、
奥
様
の
母
親
が
医
療
施
設
に
入
所

し
、
退
屈
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
を
見
て
「
マ

ジ
ッ
ク
を
見
せ
た
ら
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
…
」
と
施
設
内
で
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
母
親

は
も
ち
ろ
ん
、
母
親
以
外
の
入
所
者
も
大
変
喜
ん

で
く
れ
た
。
そ
れ
が
嬉
し
く
て
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
県
内

各
地
の
施
設
や
様
々
な
行
事
で
披
露
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

  

現
在
は
、
福
祉
施
設
だ
け
で 

は
な
く
自
治
会
や
子
ど
も
会
、 

サ
ロ
ン
、
小
学
校
な
ど
に
も
範 

囲
を
広
げ
活
動
し
て
い
る
。
活 

動
頻
度
は
、
以
前
に
比
べ
減
少 

し
た
が
、『
喜
ぶ
顔
が
見
た
い 

か
ら
』
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ 

る
限
り
、
活
動
を
し
て
い
き
た 

い
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

○
訪
問
入
浴
介
護
事
業
と
は
… 

ご
高
齢
や
障
が
い
な
ど
で
寝
た
き
り
の
方
、
ご
家
族
の
サ
ポ

ー
ト
だ
け
で
は
入
浴
が
困
難
な
方
の
ご
自
宅
に
ボ
イ
ラ
ー
が

搭
載
さ
れ
た
入
浴
車
で
訪
問
し
、
専
用 

の
浴
槽
を
お
部
屋
の
中
に
設
置
し
、
リ 

ラ
ッ
ク
ス
し
た
中
で
安
心
し
て
入
浴
し 

て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

異
常
が
な
け
れ
ば 

入
浴
開
始 

隅々まで綺麗に洗います。 

いい湯だなぁ 

調子はどう

ですか～？ 

看護師１名、ヘル

パー２名の３名で

訪問。 

「私たちが訪問し

ます！」 

ヘルパー募集中。詳細は社協へ

問い合わせください。 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

平
田
智
久 

 
 

－ 

田
中
ト
シ
ヱ 

中
園 

薰 

西
室
田
周
二 

隈
元
ト
ミ
子 

迫
屋
美
子 

南 

シ
ヅ
子 

黒
木
美
代
子 

山
下
美
津
子 

東 

義
朗 

日
髙
啓
仁 

畠
中
德
光 

谷
口
キ
ヌ
ヱ 

濵
田
イ
ネ 

桑
迫
優
子 

益
口
嘉
代
子 

岸
園
タ
エ
子 

德
重
シ
ャ
チ
子 

久
永
富
士
朗 

石
川 

聡 

藤
山
達
史 

橋
本
經
子 

家
村
健
一 

鶴
崎
悦
子 

柿
田
忠
弘 

 
 

－ 

川
田
浩
一 

平
田
艶
子 

今
井
利
一 

田
中
三
義 

中
園
千
恵
子 

西
室
田
澄
子 

隈
元
光
男 

迫
屋
宏
之 

南 

清
則 

黒
木
正
己 

山
下
德
雄 

東 

ミ
サ
ヲ 

日
髙
啓
樹 

冨
田
美
那
子 

谷
口
辰
夫 

濵
田 

勲 

金
丸
イ
ツ
エ 

益
口 

保 

岸
園 

初 

德
重 

勇 

久
永
邦
裕 

石
川
ゆ
り
子 

藤
山
ア
ヤ
子 

橋
本
春
男 

 
 

－ 

鶴
崎
康
文 

柿
田
厚
子 

小
川
智
恵
子 

川
田
ト
ミ 

山
野 

 
－ 

目
木
金 

十
日
町 

上
場 

東
原
西 

口
山
花 

触
田
下 

重
富
団
地 

松
原
上 

俵
原 

鍋
倉 

大
山 

森 船
津 

白
金
原 

星
原 

増
田 

豊
留 

 

－ 

松
原
上 

俵
原 

西
姶
良
西 

信
愛 

枦
山
上 

竪
野 

 

－ 

油
屋 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

壱
拾
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
拾
万
円 

弐
万
円 

五
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

香
典
返
し
寄
付
（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

寄
付
者 

 
 

 

故  

人 
   

自
治
会 

 
 

金 

額 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
所 

 
 

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
ご

趣
旨
で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温
情

に
応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

加
治
木
支
所 

月
野
木
久
子 

楠
本
冨
子 

上
別
府
明
弘 

野
間
ミ
ヨ
子 

上
水
流
俊
昭 

坂
元
康
子 

川
路
政
丈 

酒
井
養
一 

市
来 

精 

月
野
木 

明 

楠
本
夏
夫 

上
別
府
キ
サ 

野
間
猛
夫 

上
水
流
ナ
ミ
子 

向
江
利
治 

川
路
ハ
ツ
ノ 

酒
井
リ
ツ
子 

市
来
清
子 

札
立 

西
ノ
原 

内
原
田 

口
ノ
町 

新
中 

中
塩
入 

口
ノ
町 

上
浜 

萩
原 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

弐
万
円 

中
村
龍
男 

石
川
忠
一 

川
俣
ト
ヨ
子 

中
間
忠
男 

西
園
克
子 

本
長
谷
和
雄 

林 

松
見 

川
野
奉
子 

鹿
屋
純
一 

中
村
迪
子 

染
川
照
憲 

武
石
サ
ツ
子 

野
上 

勇 

寺
床
哲
夫 

鬼
塚
昭
英 

松
尾
正
昭 

川
口 

明 

時
任
ユ
キ
子 

湯
田
貞
子 

川
俣
良
次 

壹
岐 

熏 
竹
下
美
智
子 

尾
曲
優
子 

久
枝
健
治 

 

－ 

山
崎
正
孝 

小
磯
美
智
子 

今
村
君
雄 

中
村
光
子 

石
川
ハ
ル
ヱ 

垂
脇
サ
チ 

中
間
イ
ツ
子 

西
園
清
隆 

佃 

智
子 

林 

親
忠 

川
野
哲
士 

鹿
屋
久
子 

中
村
歳
文 

染
川
義
彦 

武
石 

 

野
上
ヨ
シ
子 

寺
床
ヨ
シ
ヲ 

鬼
塚
美
人 

松
尾
幸
子 

川
口
百
合
子 

時
任
道
雄 

湯
田 

忍 

川
俣
ハ
ツ
エ 

壹
岐 

勝 

竹
下
千
昭 

尾
曲
広
行 

久
枝
壽
惠 

竹
下
正
昭 

山
崎
輝
代 

水
浦
キ
イ 

今
村
春
子 

 

－ 

松
原
上 

森
山 

触
田
上 

俵
原
団
地
東 

寺
脇 

原
方 

上
水
流 

坂
下 

高
樋 

永
瀬 

錦
江
団
地 

帖
佐
駅
前 

上
ノ
東 

西
之
妻 

城
瀬 

坂
下 

永
瀬 

白
金
原 

森
山 

十
日
町 

俵
原 

松
原
下 

納
屋
町 

口
山
花 

高
樋 

枦
山
下 

船
津 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

五
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
千
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
掲
載
希
望
の

欄
に
は
（
－
）
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

蒲
生
支
所 

柿
内
ツ
ヤ
子 

木
原
香
澄 

福
元 

昭 

有
村
徹
志 

渡
邊
和
子 

吉
村
昭
人 

金
丸
久
貴 

東 

京
子 

柿
内
清
利 

田
島
ミ
サ
エ 

福
元
満
子 

有
村
明
久 

渡
邊 

登 

吉
村
正
人 

金
丸
美
智
子 

川
原
林
ト
シ 

三
池
原
上 

朝
日
ヶ
丘 

町
上 

北
中 

川
東
中 

城
下 

北
下 

楠
田 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

寄
付
金 寄

付
者
名 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

金 

額 

あ
い
ら
生
き
活
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会 

 寄
付
物
品 

寄
付
者
名 

物 

品  

数
量 

 

 

鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会 

車
椅
子 

一
台 

藤
下
浩
子 

 
 

 
 

 
 

車
椅
子 

一
台 

 

一
般
寄
付
（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
よ
り
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鹿児島県 

タクシー協会より 

八
千
三
百
六
拾
円 

小
宮
路
福
吉 

八
汐
征
男 

榎
谷
一
見 

隈
原
敏
幸 

岡
山
よ
り
子 

湊 

ミ
エ
子 

井
上
テ
ル
子 

入
部
フ
ミ
子 

林
ア
ヤ 

中
原
三
枝
子 

小
宮
路
禮
子 

八
汐
初
子 

榎
谷
ク
ニ
江 

隈
原
サ
チ
エ 

岡
山
勇
子 

村
尾
ツ
ギ
子 

井
上
重
美 

入
部
英
行 

林
傳
太
郎 

中
原
ト
キ
子 

辺
川
下 

下
新
道 

隈
原
上 

柳
田 

西
塩
入 

岩
原
南 

迫
下 

里
ノ
下 

岩
原
東 

赤
坂 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 
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勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

 五
千
円 

春
山
愛
子 

 

参
千
円 

堀 

一
矢 

 

弐
千
円 

錦 

京
子 

節
句
田
キ
ヌ
子 

村
田
春
子 

春
山
信
一 

原
田
康
吉 

崎
山
キ
ミ
エ 

黒
江
典
昭 

堀
内
清
實 

長
尾
文
磨 

西 

寛
明 

弐
千
円 

村
田
マ
ス
エ 

川
野
義
輝 

 

壱
千
円 

年
増
三
貴
男 

西
元
和
子 

小
川
元
了 

早
川
登
美
恵 

諏
訪
脇 

亨 

井
上
博
之 

坂
元
益
子 

榎
園
洋
子 

坂
元
忠
光 

別
當
直
久 

小
田
美
代
子 

壱
千
円 

今
村 

勇 

山
中
洋
子 

佐
古
妙
子 

新
名
ス
ミ
子 

山
口 

智 

日
髙
喜
昭 

山
内
順
子 

岩
元 

豊 

奥
村 
司 

櫻
木
俊
雄 

髙
野
俊
明 

原
見
陽
子 

【
対

象

者
】 

姶
良
市
に
居
住
し
、 

在
宅
に
お
い
て
虚
弱
・ 

身
体
不
自
由
・
疾
病
等 

に
よ
り
、
貸
し
出
し
が 

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。 

【
貸

出

料
】 

無
料
（
但
し
、
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
貸
し
出
し
時

に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
と
し
て
一
万
三
千
円
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

【
申
請
方
法
】 

窓
口
で
申
請
書
を
提
出
（
要
印
鑑
） 

【
貸
出
期
間
】 

一
年
間
（
延
長
可
） 

【
そ

の

他
】 

貸
し
出
し
及
び
返
却
時
の
運
搬
は
申
請
者
の
ご
負

担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

※
注
意
事
項 

○
ベ
ッ
ド
・
車
椅
子
は
、
在
庫
が
無
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
ベ
ッ
ド
は
、
自
動
及
び
手
動
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
在
庫
状
況
に
よ
っ

て
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の
主
な
財
源
は
、

住
民
皆
様
か
ら
の
会
費
と
寄
付
金
、
共
同
募
金
等
の
助

成
金
、
市
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
が
、
今
後
少

子
高
齢
化
時
代
に
対
処
し
、｢

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り｣

を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
財
源
の
確
保
を
重
要
課
題
と

し
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
、

特
別
会
員
の
増
強
運
動
を
展
開
し
、
皆
様
方
に
広
く
ご

加
入
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。 

何
卒
ご
賛
同
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【申請場所・問い合わせ先】  

◎姶良地区   

姶良高齢者福祉センター TEL65-3218 

◎加治木地区  

社会福祉協議会加治木支所 TEL62-2041 

◎蒲生地区   

社会福祉協議会蒲生支所 TEL52-1400 
 

※詳細については、各窓口にお問い合わせ 

ください。 

週
末
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
出
か
け
た

い
け
ど
車
椅
子
が

な
い
と
困
る
な
ぁ

…
と
い
う
時
も
！ 

特
別
会
員
に
加
入
さ
れ
ま
す
と

次
の
加
盟
店
を
割
引
料
金
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
特
別
会
員
加
盟
店 

○
薩
摩
の
里 

（
薩
摩
川
内
市
樋
脇
町
） 

○
野
鶴
亭
（
霧
島
市
隼
人
町
） 

○
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
い
む
た
清
風 

（
旧
湖
畔
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
い
む
た
） 

（
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
） 

○
霧
島
ハ
イ
ツ
（
霧
島
市
霧
島
） 

 

※
加
盟
店
に
よ
っ
て
割
引
内
容
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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共同募金の意味と歴史 

赤い羽根共同募金は、昭和 22 年に戦後復興の一

助として市民が主体の取り組みとしてスタートしま

した。そして 60 年以上たった今でも、さまざまな

地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援する

仕組みとして、また、市民のやさしさや思いやりを

届ける運動として、市民主体の運動が進んでいます。 

大規模な災害が起こった際のそなえとして、募金

額の一部を「災害等準備金」として積み立てていま

す。この積み立ては、災害ボランティア活動支援な

ど、被災地を応援するために使われます。 

災害復興にも使われています 
共同募金の助成は、自治会、高齢者サロン、学校、

スポーツ少年団、福祉団体、福祉施設への活動助成な

どに使われ、さまざまな民間の地域福祉活動を支援し

ています。 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度共同募金助成内訳 

〔平成 24 年度事業〕 

今年も 10 月 1 日から 12 月 31 日までを募金期間として、 

「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に行われています。 

姶良市においても数多くのボランティアの方々にご協力を 

いただき募金運動を展開していきます。 

【10 月 1 日の街頭募金の様子 

会場：ｲｵﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ姶良店】 

 

平成 25 年度運動ポスター ► 

「石神井のあかいはね女子」 

（東京都練馬区・冒険遊びの会） 

 「子どもが育つ場所は、学校や家

だけじゃない」 

子どもたちが泥んこになって遊

べる場をつくる“石神井・冒険遊び

の会”をサポートする彼女は、じぶ

んの町を良くしたいという心を持

った“あかいはね女子”のひとり。 

地域で集めた募金は、集めた地域で役立てられます 

募金は、民間の地域福祉を支える活動に役立ってい

ます 

集まった募金の約 70％は、募金をいただいた地域

で使われています。残りの 30％は、市を超えた広域

的な課題を解決するための県域の活動に使われていま

す。 

 

１，２０４，８５５円 

３３５，０００円 

９６４，７５６円 

１４８，０００円 

３，３９５，２１５円 

１，３７０，１７４円 

 

 

新安心・安全 

福祉のまちづくり支援事業 

『防犯・防災用品の整備』 

姶良駅南自治会 

※「鹿児島県共同募金会姶良市支会」にかわり、平成 25 年６月 21 日に「姶良市共同募金委員会」が発足いたしました。 

過去に地域内で車上荒らし、家屋侵入未遂事件等が発生して

いるため、これらの対策として防犯カメラを設置しました。 

また、担架やヘルメットなど、防災用品も整備し、安心・安

全な環境づくりの実現を目指していきたいと思います。 

今回の共同募金からの助成は本当に有難いです。募金に協力

してくださいました皆様に厚くお礼を申し上げます。 


